
　　１　概　況

　　（１）一般需要（販売電力量合計から大口電力を除いたもの）

　　（２）大口電力需要

    ２　用途別実績 ３　大口電力産業別実績

実　績
対前年
伸び率

対前年累計
伸　び　率

実　績
対前年
伸び率

対前年累計
伸　び　率

2,697 3.5 ▲3.7 564 3.6 ▲0.7
低　圧 359 2.7 ▲4.9 電   気 380 ▲3.4 ▲1.4
その他 73 ▲11.2 ▲4.0 輸送用 141 29.1 2.2

3,129 3.0 ▲3.9 199 ▲5.3 4.2

1,576 3.0 ▲3.4 217 ▲1.6 1.9

2,481 ▲0.3 0.0 92 ▲1.2 2.9

4,057 1.0 ▲1.4 178 ▲0.4 1.4

7,186 1.8 ▲2.4 38 ▲9.8 ▲1.7

157 1.7 ▲0.9

5,204 3.0 ▲3.5 537 ▲4.2 ▲0.5

1,982 ▲1.1 0.4 1,982 ▲1.1 0.4

　 　【参　考】

　　　（百万ｋＷｈ，％） 　　　（百万ｋＷｈ，％）
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食　料　品

窯業土石

電　　灯

大 口 電 力
（再掲）

合　　計
（注）産業用電力には、その他電力を含む
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　３月度の販売電力量は71億86百万ｋＷｈとなり、前年に対し＋1.8％と８か月ぶりに前年を上回った。

　節電の影響はあったものの、２月の気温が前年に比べ低めに推移したことによ

る暖房需要の増加や、うるうの影響により検針期間が長かったことなどから、前年

に対し＋3.0％と８か月ぶりに前年を上回った。

　輸送用機械で前年の東日本大震災に伴う操業停止の反動による大幅な増加

はあったものの、電気機械や鉄鋼が減少したことや、節電の影響などから、前年

に対し▲1.1％と４か月連続で前年を下回った。

平均気温（九州７県平均） （℃）

上旬 中旬 下旬 平均 上旬 中旬 下旬 平均
実　績 4.5 5.8 8.9 6.3 10.8 9.8 12.1 10.9
前年差 ▲2.9 ▲1.0 ▲3.3 ▲2.3 3.3 ▲0.4 2.9 1.9
平年差 ▲2.4 ▲2.1 0.4 ▲1.4 1.5 ▲1.0 0.0 0.2

２月 ３月

検針うるう修正後対前年伸び率 （％）

当月 累計

2.0 ▲ 3.8

低　圧 1.1 ▲ 5.0

その他 ▲ 12.0 ▲ 3.8

1.5 ▲ 3.9

0.5 ▲ 3.6

▲ 1.0 ▲ 0.3

▲ 0.4 ▲ 1.6
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0.4 ▲ 2.6
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